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岡
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村

忠

博

一
、
は
じ
め
に

徳
川
幕
府
は
元
職
年
聞
に
全
国
的
な
国
絵
図
改
訂
事
業
を
行
な
っ
た
。
元
禄
十
年
に
諸
国
の
主
た
る
大
名
に
命
じ
て
こ
の
事
業
を
開
始

元禄国絵図の調製と国境整備

同
十
五
年
末
迄
に
総
業
八
十
四
張
の
新
国
絵
図
を
収
摩
し
て
事
業
を
成
就
さ
せ
た

T
Y
幕
府
は
こ
の
国
絵
図
改
訂
事
業
で
国
境
・

し郡
境
の
整
備
を
重
視
し
、
新
国
絵
図
調
製
に
際
し
て
は
隣
国
と
の
国
墳
の
相
互
確
認
を
義
務
づ
け
た
。
こ
の
結
果
、
元
藤
年
聞
の
国
絵
図

改
訂
を
機
に
全
国
の
多
く
の
国
境
論
地
が
一
掃
さ
れ
、
国
境
が
札
正
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
本
稿
で
は
国
絵
図
改
訂
に
際
し
て
幕
府
が

示
し
た
国
境
記
載
に
関
す
る
通
達
の
内
容
と
、
そ
れ
に
従
っ
て
実
際
に
国
絵
図
改
訂
を
進
め
、
国
境
整
備
を
行
な
っ
た
筑
前
福
岡
藩
の
場

合
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

ニ
、
幕
府
が
示
し
た
国
境
覚
書
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幕
府
は
元
禄
十
年
(
一
六
九
七
)
閏
二
月
四
日
、
大
目
付
仙
石
伯
嘗
守
の
名
で
諸
藩
の
留
守
居
を
評
定
所
に
招
集
し
、
寺
社
奉
行
井
上
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大
和
守
を
通
じ
て
国
絵
図
の
改
訂
を
命
じ
た
(
2
u
o

正
保
年
間
の
国
絵
図
調
製
以
来
五
十
余
年
を
経
て
、

古
国
絵
図
は
内
容
が
古
く
な
っ

た
の
で
、
こ
れ
を
改
訂
し
て
新
国
絵
図
を
調
製
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
幕
府
は
元
禄
十
年
春
か
ら
翌
春
に
か
け
て

順
次
に
絵
図
改
訂
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
覚
書
を
絵
図
担
当
諸
藩
に
通
達
し
て
い
る
が
絵
図
改
訂
の
具
体
的
要
領
を
示
す
覚
書
は
元
職
十

年
四
月
に
出
し
て
い
る
。
そ
の
覚
書
に
つ
い
て
は
既
に
拙
稿
「
元
職
伊
賀
国
絵
図
の
調
製
に
つ
い
て
宮
〉
」
で
紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

覚
書
は
七
カ
条
か
ら
成
る
が
、
う
ち
四
カ
条
が
国
境
お
よ
び
郡
境
に
関
す
る
内
容
で
あ
り
、
絵
図
改
訂
に
際
し
て
幕
府
が
境
界
の
整
備
を

強
調
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
国
境
お
よ
び
郡
境
に
関
す
る
条
目
の
内
容
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

て
正
保
二
年
以
来
論
所
等
有
之
、
裁
許
相
済
候
所
者
、
古
絵
図
と
違
侯
場
所
茂
可
有
之
侯
問
、
銘
々
御
代
官
・
領
主
又
者
寺
社
方
江
被
相
尋
、
左
様

之
所
茂
有
之
者
、
新
絵
図
ニ
可
被
改
之
候

但
、
右
論
所
之
儀
、
国
境
・
郡
境
之
外
之
出
入
者
不
及
吟
味
事

一
、
国
境
・
郡
境
只
今
論
所
有
之
、
内
証
-
一
而
不
済
儀
者
公
儀
江
訴
、
請
裁
許
侯
様
-
一
一
被
申
達
、
裁
許
済
以
後
、
其
所
絵
図
ニ
可
被
記
事

附
、
只
今
及
欝
論
、
公
儀
江
出
侯
場
所
茂
、
出
入
相
済
候
以
後
絵
図
ニ
可
被
記
事

一
、
国
境
・
郡
境
之
外
之
出
入
者
裁
許
無
構
、
絵
図
仕
立
可
被
申
事

一
、
倍
渡
侯
古
絵
図
、
隣
国
之
絵
図
仕
侯
衆
と
申
合
、
国
境
絵
図
之
上
-
一
而
改
、
相
違
有
之
所
者
、
此
方
江
可
被
相
窺
侯
事

つ
ま
り
国
境
お
よ
び
郡
境
に
関
し
て
は
①
正
保
二
年
以
降
の
境
論
で
裁
決
の
あ
っ
た
個
所
を
修
正
す
る
こ
と
②
現
在
の
争
論
個
所
で
内

談
に
て
解
決
で
き
な
い
場
合
は
公
裁
を
何
、
ぎ
、
決
着
を
つ
け
た
あ
と
で
新
国
絵
図
を
調
製
す
る
こ
と
@
国
境
・
郡
境
以
外
の
論
地
で
は
争

論
に
構
わ
ず
国
絵
図
を
調
製
す
る
こ
と
④
古
国
絵
図
で
隣
国
と
の
国
境
を
照
合
し
、
相
違
が
あ
れ
ば
幕
府
へ
問
合
せ
る
こ
と
ー
ー
を
指
示

し
て
い
た
。

幕
府
は
こ
の
あ
と
周
年
五
月
、

更
に
先
の
国
絵
図
改
訂
要
領
の
覚
書
を
補
足
す
る
二
種
類
の
覚
書
を
通
達
し
て
い
る
(
4
〉O

そ
の
う
ち



一
つ
は
「
国
境
絵
図
仕
様
之
覚
」
で
あ
り
、
国
境
の
記
載
要
領
を
具
体
的
に
指
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
国
境
の
記
載
に
関
す
る
独
立
の

覚
書
を
出
し
た
こ
と
は
、
国
絵
図
改
訂
を
機
に
国
境
札
正
を
意
図
し
た
幕
府
の
意
向
の
ほ
ど
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

国
境
絵
図
仕
様
之
覚

一
、
国
境
近
所
古
絵
図
ニ
有
之
寺
院
・
堂
社
・
川
筋
・
道
筋
・
池
沼
、
其
外
何
-
一
而
茂
、
所
之
名
記
有
之
所
、
両
国
よ
り
不
書
出
候
様
、
可
被
相
改
侯

事一
、
浦
方
有
之
国
者
小
島
杯
有
之
所
、
是
又
両
国
よ
り
不
書
出
侯
様
可
被
仕
候
、
但
、
境
目
之
中
ニ
当
候
所
者
、
両
国
よ
り
書
載
可
被
申
候
事

右
之
分
隣
国
之
致
絵
図
侯
人
と
申
合
遂
吟
味
、
一
方
よ
り
書
上
侯
様
可
被
仕
侯
、
尤
右
之
外
何
之
し
る
し
も
古
絵
図
ニ
無
之
所
者
、
前
々
之
形
-
一

可
被
致
置
侯

元
禄
十
年
丑
五
月

以
上
の
如
く
元
職
国
絵
図
改
訂
で
は
隣
国
と
の
相
互
国
境
確
認
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
た
め
、
全
国
で
多
く
の
論
地
を
表
面
化
さ
せ
る
と

元禄国絵図の調製と国境整備

こ
ろ
と
な
っ
た
。
し
か
し
論
地
を
未
解
決
に
し
た
ま
ま
で
の
新
国
絵
図
調
製
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
国
絵
図
改
訂
事
業
成
就
の
時

ま
で
に
は
、
こ
れ
等
の
論
地
は
す
べ
て
内
談
あ
る
い
は
幕
府
裁
決
に
よ
っ
て
決
着
が
つ
け
ら
れ
、
全
国
の
国
境
が
確
定
さ
れ
る
結
果
と
な

っ
た
。

三
、
福
岡
藩
の
国
境
調
査
と
論
地
の
発
生

筑
前
国
は
幕
藩
時
代
を
通
じ
て
、

ほ
ぼ
そ
の
全
域
を
福
岡
藩
(
支
藩
を
含
む
)
が
領
知
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
わ
ず
か
に
同
国
西
端

の
恰
土
郡
の
約
半
分
に
公
領
と
唐
津
(
土
井
周
防
守
)
領
が
入
込
ん
で
い
た
ハ
5
Y
筑
前
国
は
東
を
豊
前
、

東
南
を
豊
後
、

南
を
筑
後
、
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西
南
を
肥
前
の
四
カ
国
と
国
界
を
分
ち
、
福
岡
藩
に
と
っ
て
こ
れ
ら
の
国
界
は
そ
れ
ぞ
れ
小
倉
・
幕
府
・
久
留
米
・
佐
賀
の
各
領
界
と
一
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致
し
て
い
た
。

筑
前
福
岡
藩
は
国
絵
図
改
訂
の
直
前
に
豊
後
境
と
肥
前
境
の
二
カ
所
で
境
論
を
経
験
し
て
い
た
ハ
6
u
o

な
か
で
も
肥
前
境

の
境
論
は
福
岡
領
早
良
郡
板
屋
・
脇
山
・
権
原
三
カ
村
と
佐
賀
領
神
埼
郡
久
保
山
村
の
聞
で
、
背
振
山
の
両
国
境
界
を
め
ぐ
っ
て
大
々
的

に
争
論
し
、

つ
い
に
は
公
訴
へ
と
発
展
し
た
。
こ
の
境
論
は
元
職
六
年
に
幕
府
評
定
所
の
裁
決
に
よ
り
筑
前
側
の
全
面
的
な
敗
訴
で
決
着

が
つ
け
ら
れ
て
い
た
(
7
Y

国
絵
図
改
訂
の
幕
命
は
こ
の
背
振
山
境
論
裁
決
の
四
年
後
で
あ
っ
た
。
こ
の
裁
決
で
は
正
保
年
間
献
上
の
両
国
古
国
絵
図
が
証
拠
と
な

り
、
筑
前
国
絵
図
の
国
境
記
載
の
不
備
が
原
因
と
な
っ
て
、
筑
前
側
が
敗
訴
す
る
結
果
に
な
っ
た
。
福
同
藩
は
こ
の
に
が
い
経
験
か
ら
国

絵
図
改
訂
に
際
し
て
は
、
国
境
筋
の
取
扱
い
に
は
格
別
の
注
意
を
傾
け
た
。
古
国
絵
図
は
山
岳
・
河
川
・
集
落
等
の
位
置
お
よ
び
国
界
の

方
位
に
誤
り
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
ハ
$
、

全
面
的
改
訂
の
方
針
を
決
め
た
福
岡
藩
で
は
、
隣
国
と
の
国
境
確
認
に
先
ん
じ
て
、

元
藤
十

一
年
十
二
月
よ
り
分
間
方
に
よ
る
本
格
的
な
測
量
を
開
始
し
た
。
国
境
筋
の
測
量
に
つ
い
て
『
黒
田
新
続
家
譜
ハ
9
〉
』
は
「
国
境
は
兼
て
其

所
の
圧
屋
・
百
姓
に
課
し
て
境
目
に
か
り
に
梼
示
を
な
さ
し
め
置
き
て
分
間
を
測
る
。
所
々
に
論
地
あ
れ
ど
も
是
を
決
す
る
事
は
此
度
の

分
間
に
拘
る
事
に
あ
ら
ず
。
重
ね
て
両
国
い
ひ
談
じ
て
可
相
極
事
な
れ
ば
、
其
旨
を
其
所
の
庄
屋
よ
り
隣
国
に
こ
と
わ
り
置
で
、
古
来
農

家
の
説
に
任
せ
て
分
聞
を
は
か
れ
り
」
と
記
し
て
お
り
、
測
量
に
先
立
っ
て
福
岡
藩
は
国
境
筋
各
村
の
庄
匡
に
命
じ
て
、
隣
国
に
し
か
る

ベ
き
旨
を
連
絡
し
た
上
で
国
境
標
示
杭
を
打
た
せ
、
論
地
に
か
か
わ
ら
ず
測
量
を
断
行
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
る
国
境
筋
の
調
査
・
測
量
の
過
程
で
隣
国
と
の
論
地
が
次
第
に
表
面
化
し
た
。
結
局
筑
前
国
境
筋
の
論
地
は
豊

前
境
に
五
、
筑
後
境
に
一
の
合
わ
せ
て
六
カ
所
で
あ
っ
た
。

一
、
筑
前
遠
賀
郡
中
原
村
と
豊
前
企
救
郡
中
原
村
の
境
(
境
川
・
堂
カ
峯
)

一
、
筑
前
遠
賀
郡
大
蔵
村
枝
村
田
代
村
と
豊
前
企
救
郡
田
代
村
の
境
(
柿
子
坂
)



一
、
筑
前
嘉
麻
郡
鹿
毛
馬
村
と
豊
前
田
河
郡
糸
田
村
の
境
(
烏
尾
峠
)

一
、
筑
前
嘉
麻
郡
上
山
田
村
と
豊
前
田
河
郡
猪
膝
村
の
境
(
大
王
山
・
茶
臼
山
)

て
筑
前
上
座
郡
小
石
原
村
と
豊
前
田
河
郡
落
合
村
の
境
(
切
株
峠
)

一
、
筑
前
上
座
郡
志
波
村
と
筑
後
生
葉
郡
小
江
村
の
境
(
筑
後
川
)

元禄国絵図の調製と国境整備

以
上
の
ほ
か
に
国
境
絵
図
照
合
に
際
し
て
、
肥
前
境
の
筑
前
那
珂
郡
大
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「
山
腹
境
」
な
ど
の
漠
然
と
し
た
表
現
で
の
確
認
を
是
認
す
る
に
至
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っ
て
い
た
〈
印
)
O

し
か
し
峠
と
い
え
ど
も
道
路
が
国
境
を
越
え
る
個
所
で
は
厳
密
な
界
線
の
取
極
が
必
要
と
な
り
、

そ
の
確
定
を
め
ぐ
っ

て
争
論
が
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
残
る
二
カ
所
の
論
地
は
共
に
河
川
国
境
筋
で
あ
っ
た
。
豊
前
墳
の
境
川
と
筑
後
境
の
筑
後
川
は
い

ず
れ
も
河
道
変
動
に
よ
っ
て
、
部
分
的
に
国
界
糠
が
川
筋
を
離
れ
、
筑
前
地
所
が
対
岸
に
入
込
む
複
雑
な
国
境
筋
と
な
り
争
論
が
生
じ
て

、--。

l
v
J
tド

回
、
福
岡
藩
の
国
境
交
渉
と
国
境
協
定

筑
前
国
境
筋
で
の
論
地
の
発
生
に
伴
う
隣
国
と
の
国
境
交
渉
は
、
元
藤
十
二
年
春
か
ら
翌
十
三
年
冬
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
。
豊
前
境

論
地
は
小
倉
、
筑
後
境
は
久
留
米
の
各
藩
が
交
渉
相
手
で
あ
っ
た
。
福
岡
落
の
国
境
交
渉
は
き
わ
め
て
役
人
主
導
型
で
進
め
ら
れ
た
。
豊

前
境
論
地
に
つ
い
て
は
元
職
十
二
年
四
月
、
福
岡
藩
は
小
倉
に
使
者
を
派
遣
し
て
相
手
関
係
役
人
の
意
向
を
打
診
さ
せ
、
論
地
を
す
べ
て

内
談
に
て
解
決
さ
せ
る
確
約
を
と
り
つ
け
た
。
そ
の
結
果
福
岡
・
小
倉
両
落
の
絵
図
お
よ
び
郡
方
関
係
役
人
等
が
、
そ
の
後
二
度
に
わ
た

っ
て
出
会
し
、
豊
前
境
六
カ
所
の
論
地
に
つ
い
て
談
合
し
た
。
最
初
は
元
藤
十
二
年
十
月
九
日
に
筑
前
若
松
別
館
に
て
出
会
し
た
が
、
こ

の
と
き
は
小
倉
側
の
調
査
不
十
分
で
交
渉
は
熟
さ
な
か
っ
た
。
二
回
目
は
そ
の
約
一
年
後
の
元
藤
十
三
年
十
月
十
日
に
筑
前
箱
崎
別
館
に

て
出
会
し
、
こ
の
と
き
の
会
談
で
豊
前
境
五
カ
所
の
論
地
の
う
ち
切
株
峠
を
除
く
四
カ
所
が
、
こ
と
ご
と
く
図
上
に
て
決
着
を
つ
け
ら
れ

た
。
切
株
峠
に
つ
い
て
は
図
上
で
の
決
着
が
つ
け
難
い
と
の
理
由
で
、
箱
崎
会
談
の
直
後
に
双
方
が
現
地
に
赴
き
、
論
地
を
検
分
し
た
う

え
で
両
国
の
境
界
が
取
極
ら
れ
た
。
箱
崎
会
談
で
の
国
境
取
極
は
九
カ
条
、
切
株
峠
の
取
極
は
三
カ
条
の
覚
書
に
ま
と
め
ら
れ
、
豊
前
境

論
地
は
交
渉
の
開
始
か
ら
約
一
年
半
振
り
に
全
て
が
解
決
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た

av

筑
後
境
論
地
に
つ
い
て
は
、
久
留
米
関
係
役
人
と
の
出
会
に
よ
る
直
接
会
談
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
最
初
地
元
庄
屋
聞
で
接
渉
が
続



き
、
元
禄
十
三
年
五
月
十
五
日
に
筑
後
吉
井
村
大
圧
屋
宅
に
て
、
更
に
同
月
廿
八
日
に
は
筑
前
久
喜
宮
村
触
口
宅
に
て
、
双
方
か
ら
近
隣

各
村
の
圧
屋
等
が
出
会
し
て
談
合
し
た
が
、
解
決
の
見
通
し
は
つ
か
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
福
岡
絵
図
役
人
吉
田
久
太
夫
と
久
留
米
同
役

人
北
川
安
右
衛
門
間
で
筆
談
が
重
ね
ら
れ
、
元
職
十
三
年
八
月
に
僅
少
の
地
所
で
争
論
し
て
国
絵
図
調
製
に
支
障
が
で
て
は
互
に
迷
惑
で

あ
る
か
ら
、
論
地
の
河
原
を
等
分
に
分
割
す
る
こ
と
で
基
本
的
合
意
に
達
し
た
。
そ
の
後
こ
の
合
意
に
基
づ
い
て
、
地
元
で
境
界
設
定
が

な
さ
れ
、
最
終
的
に
は
同
年
十
二
月
廿
七
日
に
解
決
し
た
。

箱
崎
会
談
で
豊
前
境
論
地
五
カ
所
の
う
ち
四
カ
所
ま
で
が
図
上
に
て
一
決
さ
れ
た
の
は
、
境
論
の
解
決
方
法
と
し
て
は
き
わ
め
て
大
胆

で
あ
っ
た
。
『
黒
田
新
続
家
譜
』
に
よ
る
と
、
若
松
会
談
の
と
き
の
交
渉
の
一
端
に
「
小
倉
三
カ
村
の
百
姓
に
口
状
を
申
付
、
持
参
侯
問
、

一
覧
せ
ら
る
へ
き
ゃ
と
善
左
衛
門
(
小
倉
絵
図
役
人
)
申
け
る
。
十
兵
衛
・
九
太
夫
(
福
岡
絵
図
役
人
)
申
け
る
べ
双
方
百
姓
の
申
分

を
立
て
侯
て
て

い
つ
ま
で
も
事
す
み
ま
し
く
侯
。
百
姓
等
少
々
不
心
得
た
り
共
、
境
目
は
と
か
く
恰
好
よ
ろ
し
く
様
子
に
有
度
侯
。
其

元禄国絵図の調製と国境整備

元
百
姓
申
分
を
御
立
候
ヘ
ハ
、
此
方
も
同
前
の
事
に
俣
由
申
け
る
」
と
あ
る
。
筑
後
境
論
地
の
交
渉
に
お
い
て
も
、
福
岡
絵
図
役
人
が
久

留
米
同
役
人
へ
宛
て
た
書
状
(
元
職
十
三
年
七
月
)
に
「
論
地
等
分
に
分
附
し
て
は
い
か
が
侯
ハ
ん
や
、
於
御
同
意
ハ
百
姓
共
へ
申
渡
、

納
得
之
上
庄
屋
中
今
一
応
出
会
、
相
極
候
様
に
有
之
度
」
と
書
き
送
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
論
地
を
地
元
民
の
納
得
に
て
解
決
さ
せ
る
努

力
よ
り
役
人
間
で
の
政
治
的
解
決
を
優
先
さ
せ
た
福
岡
藩
の
交
渉
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
福
岡
落
の
こ
の
よ
う
な
交
渉
姿
勢
は
、
国
絵
図

献
上
を
控
え
て
国
境
論
地
の
解
決
を
急
が
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
た
め
で
も
あ
る
が
、
同
時
に
背
振
山
境
論
の
体
験
か
ら
、
公
裁
に
発
展
す

る
こ
と
を
極
力
避
け
よ
う
と
す
る
配
慮
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

役
人
主
導
型
の
国
境
交
渉
で
あ
っ
た
た
め
、
国
境
取
極
は
き
わ
め
て
等
分
々
割
的
で
あ
っ
た
。
豊
一
前
境
論
地
の
う
ち
柿
子
坂
に
つ
い
て
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は
ぺ
取
極
覚
書
の
中
に
「
歩
割
仕
堅
、
割
等
分
ニ
相
極
申
事
」
と
あ
り
、
論
地
を
機
械
的
に
等
分
に
分
割
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
烏
尾
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筑前

志波村

小江村

峠
で
は
双
方
各
自
で
設
置
し
て
い
た
境
塚
が
魁
歯
し
て
い
た
た
め
内
両
塚
の
中
聞
を
以

協論地

取極の国境線

っ
て
国
界
線
と
し
、
双
方
の
境
塚
を
こ
の
界
線
ま
で
引
下
げ
て
、
等
分
的
に
国
境
線
が

決
定
さ
れ
た
。
筑
後
境
の
河
原
論
地
で
も
前
述
の
如
く
論
地
を
「
歩
数
等
分
に
分
附
」

筑後境論地概念、図

す
る
こ
と
で
界
線
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
等
分
々
割
で
河
原
論
地
の
東
半
分
が
筑
前
志

波
村
地
所
、
西
半
分
が
筑
後
小
江
村
地
所
と
な
り
、
筑
後
川
の
水
面
に
つ
い
て
は
河
道

が
筑
前
地
所
に
挟
ま
れ
た
部
分
は
全
部
を
筑
前
に
帰
属
さ
せ
、
河
道
が
国
境
と
な
る
部

分
で
は
水
面
も
「
半
分
筑
後
支
配
」
と
協
定
さ
れ
た
。

同
じ
川
筋
国
境
で
あ
る
豊
前
境
の
境
川
論
地
で
は
、
河
道
が
筑
前
地
所
に
挟
ま
れ
た

図2

部
分
の
水
面
は
そ
の
全
部
を
筑
前
に
帰
属
さ
せ
、
河
道
が
国
境
と
な
る
部
分
で
は
「
川

西
の
岸
根
」
つ
ま
り
河
道
の
西
岸
を
以
っ
て
境
界
と
し
用
水
権
を
筑
前
側
に
も
保
障
し

た
う
え
で
、
水
面
全
部
を
豊
前
へ
帰
属
さ
せ
た
。
境
川
は
筑
後
川
と
は
比
較
に
な
ら
な

い
小
河
川
で
あ
る
た
め
、
用
水
権
の
確
保
が
で
き
れ
ば
水
面
の
利
用
価
値
は
少
な
く
、
河
道
中
央
境
の
原
則
を
筑
前
側
が
譲
歩
し
て
国
境

を
協
定
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
豊
前
境
中
原
村
の
論
地
の
う
ち
「
堂
ケ
峯
」
の
山
境
部
分
で
は
、
山
腹
の
「
古
来
の
道
筋
」
を
以
っ

て
境
界
の
線
引
き
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
同
所
で
は
界
線
が
面
さ
れ
た
も
の
の
豊
前
農
民
が
国
境
を
越
え
て
筑
前
側
で
馬
草
を
刈
る
こ
と

が
容
認
さ
れ
て
お
り

(g、
半
ば
妥
協
的
な
解
決
で
あ
っ
た
。

肥
前
境
で
は
元
禄
十
三
年
に
福
岡
・
佐
賀
両
藩
の
役
人
が
接
渉
し
、
双
方
で
調
製
し
た
国
境
絵
図
を
借
覧
し
合
っ
た
と
こ
ろ
、
筑
前
大

野
村
の
内
地
焼
と
肥
前
西
小
河
内
村
の
国
境
筋
の
形
状
が
具
な
り
、
界
線
が
祖
師
す
る
こ
と
が
分
っ
た
。
同
所
付
近
は
那
珂
川
上
流
の
谷



川
の
浸
食
で
地
形
が
複
雑
で
あ
り
、
両
国
境
界
線
は
分
水
嶺
を
離
れ
て
谷
川
筋
に
下
り
て
お
り
、
曲
折
の
多
い
不
明
確
な
国
境
筋
で
あ
っ

た
。
福
岡
藩
で
は
最
初
、
こ
の
個
所
を
論
地
と
考
え
て
い
た
が
、
佐
賀
藩
で
は
筑
前
・
肥
前
両
国
の
国
境
筋
は
背
振
山
境
論
の
幕
府
裁
決

に
よ
る
確
定
個
所
以
外
は
、
す
べ
て
古
国
絵
図
の
通
り
で
あ
り
修
正
の
必
要
が
な
い
と
し
て
、
こ
の
地
を
論
地
と
し
な
い
態
度
を
保
持
し

た
。
こ
の
た
め
福
岡
藩
で
は
同
所
を
論
地
と
し
て
国
元
で
佐
賀
藩
と
交
渉
す
る
こ
と
を
せ
ず
、
江
戸
で
の
接
渉
に
委
ね
た
。
江
戸
で
は
幕

府
絵
図
役
人
長
浜
治
左
衛
門
に
相
談
し
、
幕
府
絵
図
役
所
の
仲
介
に
よ
っ
て
双
方
の
絵
図
を
共
に
修
正
す
る
こ
と
で
解
決
し
た
。
福
岡
藩

で
は
当
初
、
自
国
調
製
の
国
境
絵
図
は
「
規
矩
の
器
自
己
を
以
っ
て
測
量
し
た
正
確
な
図
で
あ
る
と
し
て
、
修
正
に
難
渋
の
態
度
を
示
し

た
が
、
結
局
「
双
方
少
の
補
正
ハ
諸
国
の
通
例
」
と
い
う
幕
府
絵
図
役
人
の
説
得
に
よ
り
、
修
正
に
応
じ
た
。
こ
の
結
果
、
肥
前
側
に
大

き
く
突
出
し
て
い
た
筑
前
大
野
村
の
地
所
が
、
図
上
で
幾
分
切
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

元禄国絵図の調製と国境整備

玉
、
新
国
絵
図
の
完
成
と
福
岡
藩
の
国
境
整
備

福
岡
藩
は
論
地
に
構
わ
ず
領
民
の
主
張
に
基
づ
い
て
測
量
を
進
め
、
隣
接
国
よ
り
早
く
元
帳
十
二
年
七
月
に
国
境
絵
図
と
領
分
絵
図
を

完
成
さ
せ
て
い
た
。
豊
前
境
論
地
の
交
渉
で
同
年
十
月
、
若
松
に
て
小
倉
側
と
出
会
し
た
と
き
、
福
岡
側
で
は
同
落
が
調
製
し
た
国
境
一
絵

図
を
提
示
し
た
の
に
対
し
て
、
小
倉
側
で
は
論
地
の
調
査
さ
え
不
十
分
で
あ
り
、
対
照
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
国
境
交
渉
の
渋
滞
に
よ

り
、
そ
の
後
福
岡
藩
の
絵
図
改
訂
作
業
は
停
滞
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
元
職
十
三
年
冬
に
至
っ
て
国
境
論
地
が
集
中
的
に
解
決
す
る

と
、
同
藩
で
は
翌
春
ま
で
に
隣
接
各
国
と
の
国
境
絵
図
交
換
(
際
絵
図
取
交
し
)
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
新
国
絵
図
は
そ
の
下
絵

図
を
六
月
に
本
郷
絵
図
役
所
へ
提
出
し
て
幕
府
役
人
の
点
検
を
受
け
た
あ
と
、
幕
府
御
用
絵
師
狩
野
良
信
に
依
頼
し
て
清
絵
図
が
仕
上
ら
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れ
た
。
福
岡
藩
は
絵
図
改
訂
の
拝
命
後
約
四
年
半
を
経
た
元
職
十
四
年
七
月
廿
二
日
に
筑
前
新
国
絵
図
を
幕
府
に
献
上
し
て
、
そ
の
責
務



70 

を
果
し
た
。

筑
前
新
国
絵
図

auは
同
古
国
絵
図

B
」
に
比
較
す
る
と
、
国
境
筋
の
記
載
が
き
わ
め
て
祥
細
で
あ
る
。

国
境
筋
に
あ
る
古
城
跡
・
堂
社

-
大
岩
な
ど
の
目
標
物
が
多
く
記
入
さ
れ
、
「
此
所
ヨ
リ
浦
際
迄
之
関
西
方
川
岸
或
田
畠
国
堺
」
「
此
所
ヨ
リ
古
川
古
城
跡
之
方
谷
切
山
尾

切
谷
川
或
由
回
国
堺
」
と
い
っ
た
要
領
で
、
国
境
筋
の
全
域
に
つ
い
て
界
線
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
一
。
ま
た
隣
国
へ
通
ず
る
道
路
が
国
境

を
横
断
す
る
個
所
に
は
、
両
国
の
最
寄
り
の
村
聞
の
距
離
が
示
さ
れ
て
い
る
。
国
境
筋
に
お
け
る
こ
れ
ら
界
線
の
説
明
と
両
国
の
最
寄
り

の
村
聞
の
距
離
に
つ
い
て
、

隣
接
す
る
豊
前
・
筑
後
・
肥
前
三
国
の
新
国
絵
図
詰
)
と
照
合
す
る
と
、

い
ず
れ
も
記
載
内
容
が
一
致
し
て

お
り
、
幕
府
の
指
示
に
従
い
互
に
国
境
絵
図
を
交
換
し
て
国
絵
図
が
調
製
さ
れ
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

筑
前
新
国
絵
図
で
国
境
標
識
の
記
載
を
調
べ
る
と
、
「
境
石
」
「
此
所
国
境
杭
有
」
の
記
載
が
国
境
筋
の
七
カ
所
に
認
め
ら
れ
る
。

石
」
は
豊
前
境
の
田
代
村
(
柿
子
坂
)
、
「
国
境
杭
」
は
豊
前
境
大
蔵
村
、
鹿
毛
馬
村
(
烏
尾
峠
)
、
上
山
田
村
(
大
王
・
茶
臼
山
)
、
小
石 「境

原
村
(
切
株
峠
)

の
四
カ
所
と
筑
後
境
下
浦
村
、

乙
隈
村
の
ニ
カ
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
国
境
標
識
の
設
置
場
所
は
、

い
ず
れ
も
道
路
が
国

境
を
横
断
す
る
地
点
で
あ
り
、
多
く
が
絵
図
改
訂
時
に
論
地
と
な
っ
た
個
所
で
あ
る
。

元
藤
十
三
年
冬
に
役
人
間
で
の
国
境
取
極
が
集
中
的
に
成
立
す
る
と
、
各
論
地
で
は
役
人
立
会
で
地
元
民
に
よ
る
境
界
設
定
一
が
な
さ

れ
、
そ
の
後
木
杭
や
加
工
石
に
よ
る
国
境
標
識
が
設
置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
黒
田
新
続
家
譜
』
に
よ
る
と
、
箱
崎
会
談
(
元

藤
十
三
年
十
一
月
十
日
)

に
て
協
定
の
で
き
た
豊
前
境
論
地
四
カ
所
に
つ
い
て
は
「
其
後
十
一
月
下
旬
、
追
々
四
カ
所
之
境
目
に
双
方
百

姓
出
あ
ひ
、

梼
一
示
を
定
め
境
石
・
杭
木
数
十
カ
所
に
立
」
、

切
株
峠
に
つ
い
て
は
「
廿
七
日
双
方
庄
屋
・
百
姓
証
文
に
役
人
裏
判
を
加
へ

取
か
わ
し
け
る
。
今
春
(
元
禄
十
四
年
)

に
至
て
境
石
を
立
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
元
職
十
三
年
十
二
月
に
解
決
し
た
筑
後
境
論

地
に
つ
い
て
は
「
今
年
(
元
藤
十
四
年
)
四
月
十
九
日
に
至
っ
て
両
国
の
庄
屋
・
百
姓
再
び
出
会
、
境
石
を
立
、
絵
図
に
写
し
て
其
裏
に



近
辺
圧
屋
中
連
名
之
証
文
を
記
し
て
取
か
ハ
し
け
る
」
と
あ
る
。
国
境
標
識
は
論
地
が
解
決
し
た
後
、
元
職
十
三
年
冬
か
ら
翌
十
四
年
春

に
か
け
て
、
各
論
地
毎
に
適
宜
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
記
録
に
よ
る
と
、
豊
前
境
田
代
村
(
柿
予
坂
)

の
ほ
か
に
小
石
原
村
(
切
株
峠
)
と
筑
後
境
志
波
村
に
も
「
境
石
」
が
設
置
さ
れ

た
筈
で
あ
る
が
、
新
国
絵
図
で
は
前
者
に
「
境
杭
」
、

後
者
に
は
全
く
国
境
標
識
の
記
載
を
欠
い
て
い
る
。

」
れ
は
国
境
交
渉
の
渋
滞
の

た
め
停
滞
し
て
い
た
国
絵
図
仕
上
げ
作
業
が
、
論
地
の
解
決
を
ま
っ
て
直
ち
に
着
手
さ

T

れ
た
の
に
対
し
て
、

「
境
石
」
の
設
置
は
段
取
に

日
時
を
要
す
る
た
め
、
下
絵
図
完
成
の
段
階
で
は
ま
だ
そ
の
設
置
を
み
て
い
な
か
っ
た
た
め
と
推
察
さ
れ
る
。
筑
前
古
国
絵
図
に
は
筑
前

境
柿
子
坂
と
筑
前
・
筑
後
・
肥
前
三
国
境
の
二
カ
所
に
「
境
松
」
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
筑
前
か
ら
隣
国
へ
通
ず
る
主

要
道
路
に
国
界
の
目
標
物
と
し
て
古
来
、
松
が
植
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
加
工
石
や
木
杭
に
よ
る
国
境
標
識
の
設
置
は
な
か
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
如
く
豊
前
境
鹿
毛
馬
村
(
烏
尾
峠
)

に
は
絵
図
改
訂
前
に
境
塚
が
存
在
し
た
が
、
双
方
の
出
合
に
よ
っ
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て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
境
論
の
原
因
と
な
っ
た
。
元
職
年
間
の
国
絵
図
改
訂
で
は
筑
前
国
境
筋
の
全
域
が
隣
国
と
の
聞
で
相
互
確

認
さ
れ
、
境
論
の
末
、
界
糠
が
取
極
ら
れ
た
個
所
に
は
「
境
石
」
あ
る
い
は
「
境
杭
」
に
よ
る
国
境
標
識
が
新
設
さ
れ
て
国
境
が
整
備
さ

れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

国
境
測
量
と
国
境
交
渉
に
努
力
を
重
ね
て
国
絵
図
改
訂
を
終
え
た
福
岡
藩
は
、
新
国
絵
図
献
上
の
翌
元
雄
十
五
年
、
領
内
国
境
筋
の
全

庄
屋
に
対
し
て
、
国
境
の
監
視
に
関
す
る
七
カ
条
の
条
回
全
通
達
し
て
い
る

9
3
条
目
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

党

一
、
御
国
境
之
儀
、
常
々
無
油
断
見
廻
り
、
今
度
御
国
絵
図
出
来
之
刻
、
相
極
候
御
境
筋
、
永
三
選
逆
無
之
様
可
被
相
心
得
事

一
、
若
他
国
よ
り
境
目
違
逆
之
儀
申
越
候
は
¥
相
極
侯
御
境
筋
、
全
無
相
違
趣
速
か
に
相
答
、
其
後
役
人
え
早
々
可
申
届
侯
事
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一
、
他
領
よ
り
御
境
白
筋
に
新
規
之
儀
仕
懸
候
刻
、
早
速
取
除
、
尤
先
払
庄
屋
へ
申
届
、
役
人
え
可
申
出
侯
事

一
、
御
境
目
近
き
他
領
之
内
た
り
共
、
新
規
之
仕
方
有
之
刻
は
、
委
細
見
居
、
役
人
え
可
申
居
候
事

一
、
村
遠
き
御
境
目
は
、
猶
又
平
生
心
に
か
け
見
廻
可
申
候
、
井
小
道
境
・
小
川
流
尚
又
無
油
断
、
永
代
不
相
変
様
に
入
念
可
申
事

一
、
御
国
境
入
交
た
る
所
柄
は
、
開
作
侯
か
竹
木
植
立
候
て
、
可
然
所
柄
は
役
人
え
可
訴
之
、
耕
作
之
暇
考
可
下
知
事

一
、
比
節
相
極
侯
御
絵
図
之
通
之
御
境
筋
、
一
歩
も
他
国
へ
不
被
奪
、
一
歩
も
他
領
を
不
貧
様
、
堅
固
可
相
守
儀
肝
要
之
事

右
之
条
々
、
其
村
々
庄
屋
・
頭
百
姓
・
山
ノ
ロ
一
第
一
念
を
入
、
尤
其
己
下
之
惣
百
姓
迄
も
、
柳
無
油
断
可
相
守
者
也

元
禄
十
五
年
壬
午
十
月
十
七
日

国
絵
図
改
訂
に
伴
っ
て
確
定
し
た
国
境
を
遵
守
し
、
境
論
の
再
燃
を
防
ぐ
よ
う
指
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
国
境
条
自
の
通
達

は
、
絵
図
改
訂
で
の
積
極
的
姿
勢
と
合
わ
せ
て
、
国
境
の
確
定
に
意
を
用
い
た
福
岡
藩
の
施
策
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

六
、
ま

と

め

元
穂
年
聞
の
国
絵
図
改
訂
で
は
幕
府
の
指
示
で
、
隣
接
国
と
国
境
の
相
互
確
認
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
た
め
、
全
国
的
に
国
境
論
地

が
表
面
化
し
た
。
し
か
し
論
地
を
未
解
決
に
し
た
ま
ま
で
の
国
絵
図
調
製
は
認
め
ら
れ
ず
、
論
地
を
当
事
者
間
で
解
決
で
き
な
い
場
合
は

幕
府
の
裁
決
に
よ
っ
て
決
着
が
つ
け
ら
れ
た
。
絵
図
改
訂
時
に
幕
府
の
裁
決
で
処
理
さ
れ
た
論
地
は
、
全
国
で
百
個
所
余
に
も
の
ぼ
っ
た

と
み
ら
れ
る
詰
〉
。
こ
の
よ
う
に
し
て
国
絵
図
改
訂
を
機
に
全
国
の
論
地
は
こ
と
ご
と
く
解
決
し
、
全
国
の
国
境
界
が
確
定
し
た
。

筑
前
福
岡
藩
は
国
絵
図
改
訂
の
直
前
に
肥
前
佐
賀
落
と
の
背
振
山
国
境
争
論
で
敗
訴
す
る
と
い
う
に
が
い
体
験
を
有
し
て
い
た
。
し
か

も
そ
の
敗
因
が
古
国
絵
図
で
の
国
境
記
載
の
不
備
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
絵
図
改
訂
に
は
き
わ
め
て
積
極
的
で
あ
っ
た
。
国
境
交
、
渉
に

も
用
意
周
到
で
、
国
境
筋
六
カ
所
の
論
地
を
す
べ
て
内
談
に
て
解
決
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
更
に
同
藩
で
は
新
国
絵
図
献
上
の
後
、
領



内
の
国
境
筋
全
庄
屋
に
対
し
て
国
境
条
目
を
通
達
し
、

い
っ
た
ん
確
定
し
た
国
墳
の
遵
守
を
命
じ
、
国
境
争
論
の
再
発
防
止
に
意
を
尽
し

て
い
る
。

寛
文
か
ら
元
職
年
聞
に
至
る
幕
落
体
制
の
確
立
期
に
は
、
諸
国
の
大
名
が
よ
う
や
く
領
内
の
内
治
に
意
を
集
中
し
始
め
た
た
め
、
各
地

で
境
論
が
多
発
し
て
い
た
。
幕
府
が
国
絵
図
の
改
訂
を
企
画
し
、
と
く
に
国
境
の
扱
い
を
重
視
し
た
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
的
背
景

に
よ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
国
絵
図
改
訂
に
伴
う
国
境
交
渉
は
国
絵
図
献
上
を
遅
延
さ
せ
な
い
た
め
の
配
慮
か
ら
、
解
決
を
急
ぐ
余
り

一
般
に
役
人
先
決
的
と
な
り
、

い
っ
た
ん
解
決
し
た
論
地
で
後
日
間
も
な
く
境
論
が
再
燃
す
る
場
合
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
全
国
的
に
境
論
が
多
発
し
た
時
期
に
、
国
絵
図
改
訂
事
業
に
よ
っ
て
い
っ
た
ん
は
全
国
の
国
境
論
地
が
一
掃
さ
れ
た
の
で
あ

り
、
そ
の
政
治
的
役
割
の
大
き
さ
は
推
知
に
余
り
あ
る
。
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(
1
)

徳
川
実
紀
第
六
篇
、
国
史
大
系
四
三
、
吉
川
弘
文
館
、
四
九
四
頁

(
2
)

好
書
故
事
、
近
藤
正
斉
全
集
第
三
巻
、
国
書
刊
行
会
、
一
一
一
一
一
頁

(
3
)

拙
稿
、
元
禄
伊
賀
国
絵
図
の
調
製
に
つ
い
て
、
史
学
研
究
第
=
二
・
一
一
一
一
一
合
併
号
、

〈

4
)

前
掲
(
3
)

(
5
)

元
禄
年
聞
に
は
恰
土
郡
八
十
七
カ
村
の
内
三
十
五
カ
村
が
公
領
で
、
四
カ
村
が
唐
津
領
分
で
あ
っ
た
。

(
6
)

豊
後
境
の
墳
論
は
筑
前
上
座
郡
宝
珠
山
村
校
村
合
楽
村
(
福
岡
領
)
と
豊
後
日
田
郡
鶴
河
内
村
校
村
小
鹿
田
村
(
幕
府
領
)
の
谷
川
お
よ
び
そ

の
上
流
の
山
境
を
め
ぐ
る
境
論
で
あ
っ
た
。
元
禄
コ
一
年
夏
に
争
論
が
発
生
し
、
同
四
年
九
月
に
内
談
に
て
決
着
し
た
。

(
7
)

拙
稿
、
正
保
肥
前
国
絵
図
の
作
成
経
緯
に
つ
い
て
、
佐
世
保
高
専
研
究
報
告
、
第
十
号
、
一
九
七
三

(
8
)

国
絵
図
改
訂
で
分
間
の
責
任
者
と
な
っ
た
星
野
助
右
衛
門
と
高
畠
武
助
は
、
筑
前
国
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
竃
円
山
に
登
っ
て
同
国
の
十
二

一
九
七
四
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輯
所
収
)
に
よ
る
と
「
我
邦
算
道
の
中
興
横
川
玄
悦
に
相
つ
い
て
天
元
正
負
の
妙
術
を
発
揮
せ
る
者
」
と
あ
り
、
測
量
の
専
門
家
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

(
9
)
黒
田
家
文
書
、
福
岡
県
文
化
会
館
所
蔵

(
印
)
前
掲

(
3
)

〈
口
〉
箱
崎
会
談
で
の
国
境
取
極
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

元
禄
十
三
辰
十
一
月
十
日
於
筑
前
国
箱
崎
村
、
宿
久
善
左
衛
門
殿
・
鮎
川
角
兵
衛
殿
・
森
戸
弥
一
右
衛
門
殿
・
茂
邑
正
太
夫
殿
江
月
成
茂
右
衛

門
・
黒
田
八
右
衛
門
・
梶
原
十
兵
衛
・
明
石
三
郎
平
・
馬
杉
喜
兵
衛
出
会
、
境
目
御
相
談
之
上
相
極
侯
覚

て
猪
膝
村
境
之
儀
、
茶
臼
山
之
峯
を
割
声
谷
川
を
限
、
大
道
橋
東
之
際
限
、
茶
臼
山
之
方
豊
前
園
田
河
郡
猪
膝
村
へ
附
申
事

一
、
大
王
山
道
よ
り
尾
筋
谷
限
、
が
け
際
よ
り
獄
門
塚
之
方
田
縁
に
至
大
道
、
橋
東
ノ
際
限
、
大
王
山
之
方
筑
前
国
嘉
麻
郡
郡
上
山
田
村
へ
附
申

事
一
、
今
度
相
極
侯
豊
前
猪
膝
村
之
内
茶
臼
山
之
方
-
一
筑
前
上
山
田
村
境
有
之
侯
、
此
境
築
添
笠
置
仕
侯
時
、
水
溜
井
荒
手
引
上
ケ
堀
替
地
床
、
御

用
捨
可
有
由
相
極
事

一
、
鳥
尾
峠
論
申
塚
之
儀
、
南
ノ
塚
地
蔵
之
地
床
共
登
前
国
田
河
郡
糸
田
村
へ
附
、
北
之
塚
筑
前
国
嘉
麻
郡
鹿
毛
馬
村
へ
附
、
両
塚
之
間
限
境
-
一

指
極
侯
事

一
、
同
所
地
蔵
ハ
筑
前
之
地
-
一
引
取
安
置
可
仕
事

一
、
豊
前
国
企
救
郡
田
代
村
と
筑
前
国
遠
賀
郡
大
蔵
村
之
内
田
代
村
ニ
闘
申
柿
子
坂
境
之
儀
、
歩
割
仕
堅
、
割
等
分
-
一
相
極
申
事

て
豊
前
国
企
救
郡
中
原
村
、
筑
前
国
遠
賀
郡
中
原
村
境
川
之
儀
、
筑
前
中
原
之
地
床
且
豆
一
前
中
原
之
方
へ
入
込
候
所
つ
川
不
残
筑
前
中
原
-
一

付
、
其
外
ハ
川
西
の
岸
を
境
に
仕
、
豊
前
中
原
へ
付
申
事
A

但
書
省
略
)

一
、
堂
ケ
峰
下
三
ツ
石
よ
り
堀
そ
こ
な
ひ
迄
、
古
来
之
道
筋
境
一
一
相
極
申
事
(
但
書
省
略
)

一
、
同
所
論
所
之
外
ニ
有
之
筑
前
大
蔵
村
之
古
畠
、
豊
前
境
ニ
道
附
替
可
申
事

(
ロ
)
郡
典
私
志
、
日
本
農
民
史
料
衆
粋
六
、
三
九
・
四

O
頁

(
臼
)
分
間
方
星
野
助
右
衛
門
は
国
絵
図
改
訂
の
測
量
に
備
え
て
、
新
種
の
測
量
器
具
を
考
案
し
製
作
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
三
上
義
夫
『
日
本
測
量



術
史
の
研
究
』
(
恒
星
社
厚
生
関
、
一
九
四
七
)
、

F
M
)

福
岡
県
史
資
料
、
第
八
輯
巻
末
附
載
図

(
日
)
福
岡
県
史
資
料
、
第
六
輯
巻
末
附
載
図

(
凶
)
豊
前
新
国
絵
図
は
福
岡
県
史
資
料
第
五
輯
、
筑
後
新
国
絵
図
は
同
資
料
第
七
轄
の
そ
れ
ぞ
れ
巻
末
附
載
図
。
ま
た
肥
前
新
国
絵
図
は
控
が
佐
賀

県
立
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

(
口
)
福
岡
藩
郡
役
所
記
録
、
福
岡
県
史
資
料
第
四
輯
所
収

(
四
)
羽
賀
与
七
郎
、
享
保
日
本
図
作
製
に
関
す
る
新
資
料
に
つ
い
て
|
|
盛
岡
藩
の
場
合
|
|
、
科
学
史
研
究
、
第
五
一
号
、

一
八
六

l
一
九
五
頁
参
照

一
九
五
九
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